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半波整流回路
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半半波波整整流流回回路路

設設計計目目標標

入入力力 出出力力 電電源源

ViMin ViMax VoMin VoMax Vcc Vee

±0.2mVpp ±4Vpp 0.1Vp 2Vp 2.5V -2.5V

設設計計のの説説明明

この高精度の半波整流器は、変動する入力信号(正弦波が望ましい)の負側の半分だけを反転して出力します。帰

還抵抗の値を適切に選択することで、各種のゲインを実現できます。高精度の半波整流器は一般に、DC出力電圧

を生成するため、ピーク検出器や帯域幅の制限された非反転アンプなど、他のオペアンプ回路とともに使用されま

す。この構成は、最高50kHzの周波数で、0.2mVpp～4Vppの範囲の正弦波入力信号に対して動作するよう設計され

ています。

デデザザイインン・・ノノーートト

1. スルー・レートの高いオペアンプを選択します。入力信号の極性が変化したとき、アンプの出力は2つのダイオー
ド電圧降下をスルーする必要があります。

2. リニア出力スイングに基づいて出力範囲を設定します(Aolの仕様を参照)。
3. 高速スイッチング・ダイオードを使用します。高周波の入力信号は、ダイオードがブロッキングから順方向導通

モードに移行する速度に応じて歪みます。ショットキー・ダイオードは、PN接合ダイオードよりも移行が高速なの
で望ましい選択となる可能性がありますが、逆リーク電流が大きい欠点があります。

4. 回路のゲイン誤差は、抵抗の公差により決定されます。

5. 値の低い抵抗を選択し、ノイズ誤差を最小化してください。

http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA227.pdf
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半波整流回路

設設計計手手順順

1. 半波整流器の目的のゲインを設定し、帰還抵抗を選択します。

• ここで、ReqはR1とRfの並列結合です。

2. オペアンプの電圧広帯域ノイズと比較して、抵抗のノイズが無視できるよう、抵抗を選択します。

設設計計シシミミュュレレーーシショョンン

DCシシミミュュレレーーシショョンン結結果果

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA227.pdf
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半波整流回路

過過渡渡シシミミュュレレーーシショョンン結結果果

1kHzでで200mVpp

50kHzでで2Vpp

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA227.pdf
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半波整流回路

設設計計のの参参照照資資料料

TIの総合的な回路ライブラリについては、「アナログ・エンジニア向け回路クックブック」を参照してください。

回路 SPICE シミュレーション・ファイル SBOC509 を参照してください。

設設計計にに使使用用さされれるるオオペペアアンンププ

OPA322
Vss 1.8V～5.5V

VinCM レール・ツー・レール

Vout レール・ツー・レール

Vos 500µV
Iq 1.6mA/Ch
Ib 0.2pA

UGBW 20MHz
SR 10V/µs

チチャャネネルル数数 1、2、4
www.ti.com/product/opa322

設設計計のの代代替替オオペペアアンンププ

OPA2325
Vss 2.2V～5.5V

VinCM レール・ツー・レール

Vout レール・ツー・レール

Vos 40µV
Iq 0.65mA/Ch
Ib 0.2pA

UGBW 10MHz
SR 5V/µs

チチャャネネルル数数 2µ
www.ti.com/product/opa2325

改改訂訂履履歴歴

改改訂訂内内容容 日日付付 変変更更

A 2019 年 1 月 タイトルのサイズを小さくし、タイトルのロールを「アンプ」に変更。
回路クックブックのランディング・ページと SPICE シミュレーション・ファイルへのリンクを追加。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA227.pdf
http://www.ti.com/analog-circuit/circuit-cookbook.html
http://www.ti.com/lit/zip/sboc509
http://www.ti.com/product/opa322
http://www.ti.com/product/opa2325
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ことは禁止されています。TI や第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様は、これらのリソースを自
身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、TI およびその代理人を完全に補償するものとし、TI は
一切の責任を拒否します。
TI の製品は、TI の販売約款 (https://www.tij.co.jp/ja-jp/legal/terms-of-sale.html)、または ti.com やかかる TI 製品の関連資料などのいずれか
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